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研究成果の概要（和文）： ヴィシュヌ教パンチャラートラ派に属する、これまで知られていな

かった初期の３文献の批判校訂本を詳細な序説と要約とともに完成した。さらにこの批判校訂

本に基づく研究から、中世初期のパンチャラートラ派の歴史に新たな事実・視点を提供すると

ともに、ヴィシュヌ教の形成期におけるシヴァ教およびヴェーダの宗教との密接な関係を解明

した。また３文献のうちの１つには、ヴリシニ族の英雄信仰としてのヴィシュヌ教の古い儀礼

体系を跡付けることができた。 

 

研究成果の概要（英文）：A critical edition of three early Vaisnava Pancaratra texts 

with a detailed introduction and a summary has been prepared. Some light is shed on 

the history of Pancaratra Vaisnavism in early mediaeval period, and its affinity with 

both Saivism and Vedism in its formation process is explained. A remnant of the archaic 

Vaisnava ritual system in the form of the worship of Vrsni heroes has been traced in 

one of the texts. 
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１．研究開始当初の背景 

叙事詩マハーバーラタや碑文などの資料か

ら、すでに紀元前数世紀にある種のヴィシュ

ヌ教が存在していたことが分かっている。し

かしヴィシュヌ教パンチャラートラ派の体

系については、現在利用可能な最初期のパン

チャラートラ文献にも紀元前数世紀の段階

を示す資料は残っていない。ジャヤーキヤ・

サンヒターJayakhyasamhita はパンチャラー

トラ文献の中で最初期のものとされていた

が、最近その儀礼体系ですらも、シヴァ教諸

派との競合による改革後のものであること

が証明された(A. Sanderson, The Saiva Age. 

The Rise and Dominance of Saivism during 

the Early Medieval Period, in Shingo Einoo 

(ed.): Genensis and Development of 

Tantrism, Tokyo: Institute of Oriental 

Culture, 2009, p. 61) 一方、このジャヤー

キヤより古いパンチャラートラ文献が存在

していたという文献的証拠がある。そのため、

本研究者はネパールに保存されている写本

群を調査し、そのようなヴィシュヌ教文献を

伝えるいくつかの古い貝葉写本を発見した。

これらの文献は、これまで利用可能であった

パンチャラートラ派文献の最初期のものよ

りも古く、したがってこの宗教体系の歴史に

新たな視点を与えることができる。本研究者

によるこの価値ある文献群の発見について

は、Sanderson 2009 において既に言及されて

いる。この文献群の中から、特にパンチャラ

ートラ体系がシヴァ教と競合し改革される

初期段階についての証拠を与える３つの文

献を最初の研究課題として選び、準備段階と

して現代文字への書写を作成した。この３文

献は、スバヤンブヴァ・パンチャラートラ

Svayambhuvapancaratra（以下 Svayambhuva）、

ア シ ュ タ ー ダ シ ャ ・ ヴ ィ ダ ー ナ

Astadasavidhana（以下 Astadasa）、およびデ

ー ヴ ァ ー ム リ タ ・ パ ン チ ャ ラ ー ト ラ

Devamrtapancaratra（以下 Devamrta）である。

この３文献は、カトマンドゥの国立文書館に

保存されている２つの古い貝葉写本に保存

されている。Svayambhuva と Astadasa が収録

されている写本の制作年代はネパール歴 147

年（西暦 1027 年に相当）であるが、Devamrta

が収録されている写本の製作年代は不明で

あるが、字体から１２世紀のものとみなすこ

とができる。このようにこれらの写本はその

内容のみならず、古い貝葉写本として資料自

体が重要である。 

 
２．研究の目的 

(1) この研究課題の主たる目的は、上記の３

文献についてシヴァ教文献、ヴェーダ文献な

どにおけるパラレルも含めた、文献学的に質

が高くかつ資料として有用な批判校訂本を

準備することである。 

(2) これらの文献の批判校訂本に基づく文

献学的視点からの研究によって、これまで曖

昧なままであったヴィシュヌ教パンチャラ

ートラ派の中世初期の歴史を新しい資料に

基づき再考し、またシヴァ教とヴィシュヌ教

の両者の形成過程における相互関係を探求

する。 

(3) 研究過程で、少なくとも１人か２人のネ

パール人研究者に文献学的方法論を実地に

学ばせ、彼らが将来ネパールに伝わる写本か

ら未出版の文献を批判校訂できるようにす

るための訓練を行う。 

 
３．研究の方法 

(1) まず主にデジタル画像を用いて、前もっ

て準備していた現代文字への書写を写本と

照合し、文献学の方法に従って批判校訂本の

草稿を準備する。その間に、批判校訂本の序



 

 

説で扱われるべき重要な諸問題を同定し、文

献批判の問題を論じるための準備をする。

Devamrta の写本は不完全で年代が同定でき

ないため、字体の特徴を年代が確定されてい

る他の写本と比較し、仮定していた年代を実

証する。 

(2) 他文献との相互関係を含めた批判校訂

本の草稿を完成させる。他文献との関係を明

確にするために、批判校訂本には３層の

Critical Apparatus をつけ、最下層には写本

の異読、中層には他の文献との対応箇所、最

上層にはその文献で示されているヴェーダ

のマントラ（真言）を記録する。また、他の

研究者の便宜をはかるために、文献のすべて

の詩節と、これらの文献において引用されて

いるヴェーダの詩節との２種類の索引を作

成する。 

(3) 作成した批判校訂本をもとに文献の詳

しい内容梗概を作成する。また、批判校訂版

に資料として記載されているシヴァ教・ヴィ

シュヌ教の他文献、およびヴェーダ文献との

関係について分析し、序説としてまとめる。 

(4) 批判校訂本の最終版を完成するために、

カトマンドゥの国立文書館において写本の

原本との照合を行う。特に表面がこすれて判

読が困難な葉の解読に努める。またカトマン

ドゥ滞在中には、作成した批判校訂本を数人

の研究協力者と講読・討議し、改訂に役立て

る。 

(5) 研究協力者とともにカトマンドゥ渓谷

地域のヴィシュヌ教寺院を調査し、新たな文

献資料に基づき再考した初期のヴィシュヌ

教史を再検討する。 

 
４．研究成果 

(1) 主目的であった３つの文献すべての批

判校訂本を完成し、また詳細な序説と内容梗

概を作成した。この成果は来年ポンディシェ

リより発行される『初期タントラシリーズ』

の１巻として出版される予定である。この

『初期タントラシリーズ』は、Peter Bisschop

（ライデン大学教授）、Dominic Goodall（フ

ランス極東学院教授）、Harunaga Isaacson（ハ

ンブルク大学教授）と本研究者が編者を務め

るシリーズである。現在他の編者の査読を受

けて、出版にむけての最終版を作成中である。 

(2) これら３文献の中で最古の文献である

Svayambhuva については、シヴァ教の最初期

の聖典であるニシュヴァーサ・タットヴァ・

サンヒターNisvasatattvasamhita と密接に

関係していることが判明した。また次に古い

Devamrta には、シャーンカーヤナ・グリヒャ

スートラ Samkhayanagrhya sutra を初めとす

る後期ヴェーダ文献の影響の跡がある。もっ

とも興味深いのは第三の文献 Astadasa であ

る。この文献には、ヴリシニ族の８人の英雄

の崇拝が記述されており、これはシヴァ教儀

礼の影響を受ける前の古風なヴィシュヌ教

の儀礼体系の名残であると解釈できる。ヴリ

シニ族の英雄の崇拝についての証拠は、ヴァ

ーユ・プラーナ Vayupurana や碑文にもみら

れるが、そこでは崇拝されている英雄の数は

５人であり、Astadasa の記述はその点で非常

に特異である。これらの要素はすべてこれま

でに未知のものであり、ヴィシュヌ教パンチ

ャラートラ派の形成過程を考える上で非常

に貴重な資料を提供する。 

(3) 本研究課題の遂行中に、カトマンドゥの

ネパール研究センターおよびネパール・サン

スクリット大学の Nirajan Kafle 氏および

Bhim Kandel 准教授の２人から研究協力を得

ると同時に、かれらに対してサンスクリット

写本の校訂研究に関する指導・援助を与える

ことで、この２人のネパール人研究者を写本

の校訂研究に触発することができた。また本

研究のための写本照合への協力を通じて、院

生に写本解読・研究の実地訓練をすることが



 

 

できた。 

(4) このプロジェクトのもう一つの成果は、

同じような興味を抱く学者たちとのつなが

りである。この研究期間中、フランス極東学

院の Dominic Goodall 教授、ネパール・サン

スクリット大学の Madhav Sharan Upadhyaya

教授、カリフォルニア大学の Sthaneshwar 

Timalsina 教授、カトマンドゥの国立文書館

の Raju Rimal 氏と定期的に連絡をとり、意

見交換を行った。2012 年 1月には第１５回世

界サンスクリット学会に参加し、これらの文

献に関係する問題について２つの成果報告

を行った。また、2012 年 6月にオランダのグ

ローニンゲン大学で行われたシンポジウム、

および 2013 年 2 月にネパールのルンビニで

行われた国際学会において研究成果を発表

した。 
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